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1－１ 地区の位置 
(東京都三鷹市新川６丁目) 
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１－２ 地区の特徴 

緊急輸送道路 
ネットワーク 
の結節点 

吉祥寺駅 



福祉会館 

調布市 三鷹市 

第二体育館 

第一体育館 

三鷹市役所 

公会堂 

約2.0ha 

新ゴミ処理 

施設 

東京多摩青果 
 (青果市場) 

特
定
緊
急
輸
送
道
路 

東八道路 

総合保健ｾﾝﾀｰ 

緊急輸送道路 

三鷹市民センター周辺地区 

１－３ 地区の現状① 
(施設の老朽化と防災公園の適地) 



１－４ 地区の現状② 
(施設の老朽化と防災公園の適地) 

三鷹市民センター周辺地区 



１－５ 現地の状況 
(東京多摩青果跡地) 

国立へ移転した現在の 
東京多摩青果 
(webくにたち企業百景より) 



２ー１ ＵＲの防災公園街区整備事業 
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２－２ 都市の再生･再構築と都市経営の効率化① 
(防災公園の整備と老朽施設の機能更新) 

市街地部分 

防災公園 



１．防災公園の整備(災害拠点の適地） 

２．複数の老朽施設を集約再編して 

  機能更新 

３．敷地･街区･施設の統合･再編 

４．土地の有効活用･高度利用 

５．都市経営の効率化 

２－３ 都市の再生･再構築と都市経営の効率化② 

(防災公園の整備と老朽施設の機能更新) 



ＵＲが防災公園街区整備事業で一体的に整備 

公園部分 市街地部分  

一時避難場所 

ＵＲが直接施行 

 ＜災害時＞ 

救援物資ストックヤード等 

 ＜平常時＞ 

総合スポーツセンター 

  

２－４ 安全･安心なまちづくり① 

ＵＲが市から受託 
して整備予定 

＜災害時＞ 

災害対策 

本部等 

 

＜平常時＞ 

多機能複合 

施設 

周辺施設と連携した災害に強い 
まちづくり拠点の整備 



一時避難場所 

２－５ 安全･安心なまちづくり② 

災害用のトイレ･井戸･
炊き出し等スペース 

備蓄倉庫 

防火樹林帯 災害対策本部 



２－６ 安全･安心なまちづくり③ 

＜ 災 害 時 ＞ 

 ・防災公園(一時避難場所) 

 ・災害対策本部(災害復興拠点） 

＜ 平 常 時 ＞ 

 ・安心して生活できる公園 

 ・多機能複合施設(公共公益施設) 



緑地空間への大規模土地利用転換 

ビルエネルギー 
マネジメントシステム 

新ゴミ処理施設 
の排熱･電力 

２－７ 低炭素都市づくり① 

農業公園等への 
緑のネットワーク 



１．緑地空間への大規模土地利用転換 

・ＣＯ２削減､ヒートアイランド対策､緑地創生 
 

２．緑のネットワークや武蔵野の原風景復活 

・隣接する農業公園等との連続性 

・自然や生態系の充実 
 

３．再生可能エネルギーや環境マネジメント 

・隣接する新ゴミ処理施設の排熱や電力活用 

・ビルエネルギーマネジメントシステムの導入 

２－８ 低炭素都市づくり② 
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２－９ 立体的な複合施設の一体整備 



２－10 地下空間を利用した立体的な複合施設 

広場 



２－11 市民参加とバリアフリーのまちづくり① 

生涯学習･福祉･
保健･ハピネス 
各センター 

(市民センター) 

広場 

西側広場 

東側広場 

地下にスポーツ施設 

(農業公園) 



１．地域コミュニティ･交流の場 

２．市民が手入れできる花壇 

３．健康を促進するスポーツ施設 

４．生き甲斐や生活を豊かにする各施設 

５．誰でも利用できるユニバーサルデザイン 

６．イベントができるハート形の広場 

７．三鷹を意識した色彩と景観デザイン 

２－12 市民参加とバリアフリーのまちづくり② 



３ー１ 外観(模型) 



３－２ 整備スケジュール 

整備工事 

平成28年度末
完成予定 

開設 



おわりに 

難易度の高い本事業を、 

三鷹市とＵＲ都市機構が 

連携･協力し、プロジェクト 

を実現させます。 
 

※計画図や表示事項等は今後変わる可能性があります。 



ＵＲ都市機構 

久 野 暢 彦 

ご静聴ありがとう 

ございました。 


